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論文の内容の要旨

本論文では，(1)コンポーネントソフトウェア開発用軽量フォーマルメソッドLFMB及びLFME，
(2)LFMB及び LFMEを用いたコンポーネントソフトウェア開発手法 CBDL，(3)CBDLの支援
ツールについて議論する．近年，ソフトウェアの生産性向上への期待から，コンポーネントソフト
ウェア開発が普及し始めている．しかし，ソフトウェアの生産性を向上させるには，コンポーネン
トが再利用されなければならない．なお，コンポーネント再利用の主な障害として，(a)コンポー
ネント開発者とソフトウェア開発者（コンポーネント利用者）との間における，コンポーネントが
どのような状況で使用され，どのような振舞いをするか等についての合意の欠如，(b)アーキテク
チャミスマッチがある．本論文で議論するCBDLは，この障害を取り除くことを目的とし，コン
ポーネントソフトウェア開発手法であるカタルシス法を基に開発した．CBDLでは，障害 (a)を，
ビジネスモデルやコンポーネント仕様をOCL付きのUML図で記述し，それらのUML図間の一
貫性を検証することで除去する．なお，UML図記述のアイデアはカタルシス法のアイデアであり，
一貫性検証の部分（LFMB及び LFME）が本研究の貢献になる．なお，LFMB及び LFMEは，一
貫性検証の自動検証手法を提供するので，検証に慣れていないコンポーネント開発者やソフトウェ
ア開発者も，CBDLの支援ツールを用いることで検証の恩恵を受けることが出来る．障害 (b)は，
コンポーネントのソフトウェアアーキテクチャを統一することで解消できるが，CBDLでは，この
ソフトウェアアーキテクチャとして，本研究で開発した木アーキテクチャを用いる．UML図には，
作成したいソフトウェアを実現するためのコンポーネントの組み合わせ方も記述する．CBDLは，
この記述からコンポーネントを組み合わせ部分（コネクタ）を自動生成する手法も含み，CBDL
の支援ツールはこの自動生成機能も提供する．なお，UML図には作成したソフトウェアの振舞い
も記述し，UML図間の一貫性検証を行っているので，この過程でコネクタの正当性が保証される
ことになる．CBDLの支援ツールは，インターネット上のWebアプリケーションとして作成した
ので，様々な場所から，様々な時間にアクセスするコンポーネント開発者やソフトウェア開発者を
支援することが出来る．最後にまとめると，この CBDLの支援ツールを用いることで，コンポー
ネントの再利用性を向上させ，作成するコンポーネントソフトウェアの正当性を向上させること
が出来る．
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